
不安定性 と非線型伝導現象

MaxwellEq･に代入する ことに よっ て横波の分 散式が得 られ る｡ この際に ,

全 く縦波 のLandauの取扱いの場合 と同じラプラス変換の手続 きで ,初期値

問題 VL還元 され るとい うのが話の要点で , EIIOChは特に t= O でい くつか

の横波があったときに .t>O で分布函数 と波が どう変 るかを考察 しているC

磁場内 プラズ マの異常輸送現 象

市 川 芳 彦 (日大理工 )

第二次世界大戦中 ,Manhatta.a Pro套ctに-おいて ,放射性 同位元 素 の

拡 散に よる分離 の研 究紅従事 していた Bohm は , 磁場を横切 るプラズ マの電

子の拡 散が ,普通 の衝突効果に よって定め られるよりも大 きい事を発 見 し ,

その実験結果 は ,拡 散係数
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によっ て説 明され るとい う事を論 じた｡

そ の后 ,高温プラズ マに関す る実験 的研 究が盛 んにな り ,Steiiarator

内K保持 され る電 子密度の平均保持時間は ,磁場の強 さの平方根に比例する

事が観測 された｡ これは ,｢磁場を横切 る拡 散係数 が磁 場の強 さに逆 比例す

る ｣とい う挙 とcor)sistelltである｡

比のような拡 散現 象を -異常拡 散 7とよんでい る｡rLの理論的解 明は ,令

まで多 くの研究が試み られたが ,全 く未解決 である｡

甲ohm は ,プラズマ内払存在す る集団的相互 作間の結果であ るプラズ マ振

動が ,その ような異常拡 散K対 して respもnsibleであ ろうと考 え ,

StellaratoTの観測結果に対 して .プ リンス トンの研究者たちは ,プラズ

マ内に イオ ンの集団振動が勧起 され る結果異常拡 散が起ると考 えた｡

然 し ,最近 DTtmmOTld-Ph ]eS は ,プラズマ内K イオ ンサイクロ トロン波
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が発生す る結果異常拡 散が起 るとい う考 えで ,理論を展開 してい る｡電子分

布が イオン分布wL対 して相対的に driftしてい る場合 ,その drift速 度が

或 る鯨界値を超 えると ,イオ ンサイク ロ トロン波 が発生す るO その振動 Fl伴

な う電 場の 作用に よって電 子分布が変型 され ,振動 の成長が とま れ有 限の億

に到達 する｡ (準線型効果 lこの振動vl伴 な う電場のゆ らぎ㌢こよって生ず る

拡 敦は ,拡 散係数
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βe :電子のラーモア半径

βe :電子 のサ イク ロ トロン振動数

vLよって characterizeされ る事を示 した｡然 し , 上K述べた Stp,Ha-

ratorの粒子損失の結果を説明す る為vLは ,そ の大 きさが小 さす ぎる｡

不 安 定 プ ラ ズ マ の 輸 送 理 論

三 択 節 夫 (日大理工 l

Rutherford と Friemar)が最近 書TwO-やavticie Cr)rrelation

Function for ar】UI】Stable Plasma'とい う標題 で ,不安定なプラズ

マに対す るKinetic equatiorlを議論 した (preprint)･これ より少 し

前に Balescu も同 じ問題を取扱かっ たが ,結果は両者で全 く異なる ,これ

は彼等がつ まらない而かも音大な誤 りを犯 した･ためだ と思われ るCそ のスキ

ー ゝは ,空間的に-様 な プラズマを考 えて ,B牧言KYの連 鎖方程式を 2体 ま

でで切 る ･プラズ マ定数 k-aS/rl(･k-α ;デバ イ波数 ･n ;粒子数密度 は

1Ql比べ て充分小 さいとすると ,有名なBogoliubovの二つの仮 定が使 え

ヤ･空し .ここでは tやCX3VL対す る相関函数 についての知識 は不要で ,質

-の仮定 ,すなわち '相班函数 の時間依存性 は分泰函数 の汎函数 としてのみ
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